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諷刺作家の誕生（一）
	
	
―
初期ジョナサン・スウィフトの思想
―
岸本広司
はじめに
　
一六九九年八月にムーア・パークを去ったジョナサン・スウィフト（
Jonathan Sw
ift, 1667-1745 ）は、ララカー
の教区牧師や聖パトリック大聖堂の参事会員になり、聖職者としての道を本格的に歩むことになった。これ以降のスウィフトは、聖務の傍ら著作活動を行い、やがて諷刺作家として世に出て行くこと なる。本稿は、諷刺作家になるまで プロセス、諸著作の執筆経緯、作品の読解等を通して初期スウィフトの思想を明らかにすることを目的とする。ムーア・パークのテンプル邸を去るまでのスウィフトについては、すでに別稿で考察してき
た
（1
（
。本論に入
るに先立って、それまでの ウィフトを簡単に振り返っておこう。　
ダブリンのトリニティ・カレッジで修士号取得を目指していたスウィフトは、名誉革命の余波でアイルランドが
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一
論
説
騒然となったため、一六八九年一月にイングランドへ逃れた。レスターで暮らす母親のもとで数カ月間過ごした彼は、やがてサー・ウィリアム・テンプル（
Sir W
illiam
 T
em
ple, 1628-99 ）の屋敷に向かった。息子の将来を案じた
母親が テンプルを頼っていくことを勧めたのである。テンプルは、三国同盟やナイメーヘン条約の締結に尽力した一七世紀イングランドを代表する外交官である。端正な文体で多くのエッセイを書いた文人としても、庭園理論に一家言を持つ造園家としても、また、恋人ドロシー・オズボーン（
D
orothy O
sborne, 1627-95 ）の手紙の名宛人
としても有名であ
る
（2
（
。スウィフトが訪ねたとき、テンプルはすでに一切の公職から退いて、ロンドン南部に接する
サリー州ムーア・パーク（
M
oor P
ark ）で隠遁生活を送っていた。スウィフトは、二二歳のときにテンプルの秘書
となる。そ 九九年八月まで、彼の屋敷で断続的に六年あまり過ごした　
スウィフトにとって、テンプルとの出会いは人生上の大きな出来事であった。ムーア・パーク滞在中、大陸にま
で令名を馳せたこの英国紳士からさ ざまな影響 受けるとともに、スウィフトにとって運命的な女性と言うべきエスター・ジョンソン（
E
sther, or H
ester Johnson, 1681-1728 ）と巡り会っている。エスターはテンプル家の使用
人の娘で、スウィフトより一四歳年下、病気がちであ のの聡明で愛らしい少女であった。テンプル家に入ったスウィフトは、教育係としてエスターに読み書きを教えたが、実はこの少女こそが、のちにスウィフトがステラ（
Stella ）の愛称で呼び、一連の書簡『ステラへの日記』 （
T
he Jounal to Stella, 1766-68, w
rit. 1710-13 ）を書き送っ
た恋人（一説によれば秘密の結婚相手）である。　
テンプル邸を訪れた翌一六九一年に、スウィフトは生涯苦しめられることになるメニエール病を発症し 彼は
転地療養とトリニティ・カレッジへ 就職活動を兼ねて、一時ア ルランドへ帰 た。同カレッジのフェロー なることを希望してい のである。しかし症状は良くならず、就職も期待どおりにいかなかった。そのた 同年の暮れにムーア・パークへ戻った。当時のテンプル 、庭作りと執筆活動に専念してい 。秘書としてのスウィ ト
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二
の主たる仕事は、テンプルの代筆や原稿の整理、フランス語やラテン語で書かれた手紙の翻訳であった。この仕事は、 テンプルから歴史・政治・文学などの知識を吸収する絶好の機会となった。 ま 、 テンプルの蔵書を読みあさって勉学にいそしんだ。テンプルの影響下で、何編かのピンダロス風頌詩やヒロイック・カプレットを書いたのもこの時期のことである。　
テンプルはスウィフトの能力を認めていた。その表れであろう、オックスフォード大学で文学修士号を取得させ
ている。また、テンプルの名代としてケ ジントン宮殿に派遣し、ウィリアム三世や側近に「三年制議会法」に関連し イングランド史を進講させている。だがこうしたテンプル 高い評価にもかかわらず、自尊心の強いスウィフトは、テンプル家で使用人扱い れることに耐えることが きなかった。しだいにテンプルからの独立を考えるようになる。一六九四年五月には、テンプルの反対を押し切ってムーア・パークの屋敷を飛び出した。そして翌年の一月、北アイルラ ド ベルファスト近郊キ ルート（
K
ilroot ）の教区牧師になった。
　
こうして、スウィフトは からの独立を果たした。だが北アイルランドの寒村での生活は、二八歳の若者
にとって必ずしも快適なものではなかった。 「数カ月で飽き しまい、イ グランドへ戻っ
た
（3
（
」と自伝で書いてい
る。キルルートでの滞在 わずか一年あまりであっ 。九六年五月には テ プルの屋敷に舞い戻っている。三度目のムーア・パークであるが テンプルとの関係 良好であった。 彼は今や と て欠き得ぬ存在となっていた。スウィフトにとっても、このムーア・パーク期 豊穣であった。初期の傑作『桶物語』 （
A
 T
ale of a T
ub, 
1704 ）を執筆して、諷刺作家としての礎を築いたのはこの時期のことである。また、一五歳になったステラを意識
するようになるのもこの頃である。しかし がら、スウィフト 大きな転機が訪れる。一六九九年一月に、テンプルが七一歳で死去した れによって、スウィフトはパトロ を失うことになる。そしてこのときを境に スウィフトの新たな人生が始ま のである。
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三
一
　
若き野心家
１
　
スウィフトの野心
　
テンプルの死は、スウィフトにとって人生の分岐点となった。ムーア・パーク時代は、良くも悪くもテンプルの
影響下にあったが、これ以降、パトロンに遠慮したりその目を意識したりすることなく、自由にのびのびと生きていくことができるようになった。しかしそれは同時に、自分 人生は自分で切り開いていかなければならないことを意味するもの もあった。　
一六九九年のテンプルの死からダブリンの聖パトリック大聖堂の首席司祭に就任するまでの一四年間は、スウィ
フトにとって地位と名誉を求めての長い闘いの日々であった。彼の野心は、イングランドで可能なかぎり高位の聖職に就くこ であった。テンプルは生前、カンタベリかウェストミンスター 大聖堂参事会員のポストをスウィフトに与えるという約束をウィリアム三世からと てくれていた。そこでスウィフトは、テンプルの死後ほど してムーア・パークからロンドンに移り、 約束 履行を求めて国王に請願書を提出することにした。 そ 提出にあたって国王への口添 を約束したのが、テンプルと交友のあった五八歳のロムニー伯ヘンリー・シドニー（
H
enry 
Sidney, 1st E
arl of R
om
ney, 1641-1704 ）である。
　
ロムニーはオレンジ公への招聘状を書いた七名の貴顕 一人で、名誉革命を成功させた功労者である。革命後は
ウィリアム三世に厚遇され、軍人と て重要ポスト 就くとともに、一六九二年から九三年まではアイルラ ド総督（
L
ord L
ieutenant of Ireland ）の地位にもあっ
た
（4
（
。こうした華々しい経歴の持ち主の斡旋である。当然スウィフ
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四
トは大きな期待を寄せたことであろう。しかし、将来に関わる重要事をこの人物に委ねたのが間違いであった。ロムニー 道徳的に問題があり、仕事を黙々と誠実にこなしていくような人間ではなかった。彼を擁護していた神学者兼歴史家のギルバート・バーネット（
G
ilbert B
urnet, 1643-1715 ）ですら、 「彼はあまりにも道楽に耽ったので、
心を集中させて職務を遂行することができなかっ
た
（5
（
」と言っている。はたせるかな、数カ月待っても朗報はなかっ
た。責任意識の低いロムニーは、スウィフトのために何の骨折りも なかったのである。スウィフトは自伝で、 「ロムニー伯はスウィフ 氏への強い友情を公言し、彼の請願を支援すると約束していた。ところが、年老いて意地悪く、誠実さや名誉の感覚を欠如したこの無教養な放蕩者は、王に一言の口添えも なかっ
た
（6
（
」と書いている。
　
スウィフトは、ロムニーの空約束がよほど腹に据えかねたのであろう。この一件があった一六九九年に、 「問題」
（“
T
he P
roblem
, ” 1746 ）と題した六〇行から成る諷刺詩を書いてい
る
（7
（
。諷刺されているのは、三人の愛人に囲まれ
た一人の貴族である。好色なその貴族は、欲情するとガスが腸内に充満し、やがて強烈 臭いを放つ獣的な人間として描かれている。この詩に 鼓腸、肛門、放屁、悪臭 いったスカ ロジカルなイメージが横溢し、それ自体、放蕩貴族に対する辛辣な諷刺となっている。攻撃されて のは、 うま もなくロムニー伯である。ロムニーはハンサムで、名だたる道楽者であり、多く 女性と情事 繰り返していた。スウィフトは、彼の最初のスカトロジー詩と言うべきこの「問題」で、ロ を発情す と特有の臭いを放つ動物と同一次元にまで引き下げてい そして本能だけで生きる畜類へと貶めることによって、約束 反故にされた悔しさを晴らしている ちなみに、こ詩の草稿には「恋を いるとき、かの ムニー伯シドニーは悪臭を放つ」 （“
T
hat Sidney, E
arl of R
om
ney Stinks, 
W
hen H
e Is in L
ove ” ）という副題が付けられていた。
　
さて、怒りと失意のうちにあったスウィフトは、第二代バークリー伯（
C
harles B
erkeley, 2nd E
arl of B
erkeley, 
1649-1710 ）からある誘いを受けた。バークリー家のチャプレン（礼拝堂付き牧師）兼私設秘書になって、アイルラ
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五
ンドへ一緒に行かないかという誘いである。バークリー伯は外交官、グロスターシャーの首席治安判事（
C
ustos 
R
otulorum
） 、枢密顧問官（
P
rivy C
ouncillor ）などを歴任した人物で、このとき五〇歳であった。その彼が、アイル
ランド高等法院判事（
L
ord 
Justice 
of 
Ireland ）に任命され、ダブリンへ赴任することになった。高等法院判事と
は、アイルランド総督が不在 し死去したときに、一時的にその代理人として統治する高位の官職のことである。通常 二名ないし三名から成り、行政官の監督、治安の管理、官職・叙爵・年金に関する助言等を行うことを任務としてい
た
（8
（
。バークリー伯がどのような経緯でスウィフトに声をかけたのかは明らかでないが、テンプル家を離れ
たスウィフトは経済的に早く自立しなければならなかっ 。またこのポストに就けば、総督府の置かれているダブリン城で政界の有力者と交わることができ、そこで培った人脈を通してより高い聖職位を得ることができ ようにも思われ 。かくして彼は、この誘いを即座に受け入れる。　
一六九九年八月、スウィフトはバークリーに随行してブリストルからアイルランドへ向かった。だが今回も失望
させられる結果となった。というのもスウィフトによれば、アーサー・ブッシュ（
A
rthur B
ushe ）という人物が
「伯にうまく取り入って、秘書 いうポストは聖職者にふさわしくないばかりか、教会内での昇進だ を目指いる人間 はそのポストは何の益にもならない、と伯に進言し
た
（9
（
」からである。ブッシュは、アイルランド税関事
務所に勤める役人であった。年収八〇〇ポンドの税務局長 なりたがって たが、猟官運動が不首尾に終わったため、方針転換してバークリーの秘書ポスト 獲得に狙 を定めたの あ
る
（（1
（
。ブッシュはスウィフトより年長で、経
験も豊富であった。バークリーはスウィフト以上に使えると判断したのであろう、 「下手な言い訳をしたあと、この職を他の人間〔ブッシュ〕に与えたのであっ
た
（（
（
」 。バークリーとブッシュに対するスウィフトの怒りは激しかった。
彼はこのときも、 「発見」 （“
T
he D
iscovery, ” 1746, w
rit. 1699 ）と題した二行連句の短詩を書いている。そして二人、
とりわけ巧みに裏をかいたブッシュ 諷刺の矢を放 てい
る
（（1
（
。
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六
　
世紀が変わった一七〇〇年一月末に、デリーの首席司祭（
D
ean ）が死去した。直ちに後任選びが行われることに
なった。任命権を持つのは高等法院の判事である。バークリー伯も当然その権限を有していた。北アイルランドに位置するデリー（
D
erry ）は、アイルランド教会（
C
hurch of Ireland ）の中でも最も豊かな主教区の一つである。
バークリー家のチャプレン以外に職を持っていないスウィフトは、この首席司祭のポスト 熱望していたことであろう。だが、結果はまたもや期待はずれであ た。 「 〔私設秘書のポストをブッシュに横取りされて〕数カ月経った頃、デリーの首席司祭 席が空いた。そのポストを決めるのはバークリー伯である。しかし、秘書〔ブッシュ〕が賄賂を受け取り、その首席司祭の席 他の人間〔ジョン・ボルトン〕に与えてしまっ
た
（（1
（
」 。スウィフト伝の多くは、
スウィフトのこの文章を基に人選の経緯を伝えている。とりわけ具体的なのは、トマス・シェリダン（
T
hom
as 
Sheridan, 1719-88 ）である。シェリダンによれば、スウィフトはデリーの首席司祭職を自分に与えてほしいとバー
クリー伯に申し出た。だが伯は その件についてはすで ブッシュと話がついており、彼がそれ 別な者に与えることになっているようだ、ブッシュと話し合って らいたい、と返答した。そこでスウィフトは、すぐさまブッシュと会って自分の希望を伝え するとブッシュ 、あか さまに次のように言った。そ ポス をある人物に与えると、一〇〇〇ポンドもらえることになっている。もし同額の一〇〇〇 ンド支払 てくれ なら、あなたにその席を与えてもよい。これを聞いたスウィフトは、この上ない侮辱と感じて激怒した。そし バークリー伯とグルなってい に違いな と考え、 「こん畜生、二人組 悪党に や れ 」と毒づきながら部屋から出て行っ
た
（（1
（
。
　
この件に関するスウィフトの記述、およびそれに基づいたシェリダンたちの説明は事実とはいささか異なってい
る。たしかに、バークリー伯は首席司祭の任命権を持っていた。だが高等法院の判事はほかにも二名いて、リー伯一人で選任できたわけではない。むしろ の一件 は ルイス・Ａ・ランダ（
L
ouis A
. L
anda ）やアーヴィ
ン・エ レンプライス（
Irvin E
hrenpreis ）が言うように、デリー主教のウィリアム・キング（
W
illiam
 K
ing, 1650-
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七
1729 ）とダブリン大主教のナーシサス・マーシュ（
N
arcissus M
arsh, 1638-1713 ）が深く関わってい
た
（（1
（
。スウィフ
トより一七歳年長のキングは、ダブリンのトリニティ・カレッジを出たあと聖職に就き、一六八九年に聖パトリック大聖堂の首席司祭（スウィフトの就任は一七一三年） 、その二年後にはデリー主教、そして一七〇三年にはダブリン大主教にまで出世する人物である。キング スウィフトと関係が深く、二人 しばしば衝突しながらも、やがてともにアイルランドの愛国者と呼ばれ ようになる。 いま一人のマーシュは、 スウィフトがダブリンのトリニティ・カレッジ 入学したとき 学長で、学生たちに「学長の論理学」 （
P
rovostʼs 
L
ogic ）と呼ばれた『論理学教程』
（
Institutiones logicae: In usum
 juventutis academ
icae D
ubliniensis, 1681 ）の著者である。一六八三年に学長職を
辞したあとはもっぱら聖職者としてのコースを歩み、九一年にキャシェル大主教、九四 にダブリン大 （キングの前任） 、一七〇三年には「全アイルランドの首座主教」 （
P
rim
ate of A
ll Ireland ）であるアーマー大主教にまで
上り詰める人物であ
る
（（1
（
。
　
ランダによれば、デリーの首席司祭が死去すると、キング主教は高等法院判事のバークリー伯とゴールウェイ伯
（
H
enry de M
assue, 1st E
arl of G
alw
ay, 1648-1720 ） 、およびマーシュ大主教に後任の人選を速やかに行うよう要請
した。キングが望んだのは、敬虔で思慮深く、学識豊かな人物が選任されることであった。キングの頭 中には、推薦 い候補者 五名いた。バークリーとゴールウェイには具体的な名前 伝えていない。だがマーシュには五人の名前を挙げ、その中から選ばれることを希望する旨伝えた。挙げられたのは トリム 教区主任牧師ジョン・スターン（
John Stearne [Sterne], 1660-1745 ） 、コークのクライスト・チャーチの教区代理牧師エドワード・シング
（
E
dw
ard Synge, 1659-1741 ） 、ラトースとララカーの教区代理牧師ジョン・ボルトン（
John B
olton, c. 1656-1724 ）
ほか二名で、そこにスウィフトの名前はなかっ
た
（（1
（
。候補者の中で、最も有力視されたのはボルトンであった。彼は
スウィフトより一一歳年長で、神学博士号を有 、聖職歴はすでに二二年、スウィフトよりはるかに有利 立場に
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あった。しかしボルトンは、ゴールウェイ伯からオファーがあったとき、当初はそれを断っていた。収入面で恵まれたラトースとララカーの聖職禄を放棄して、ダブリンから遠く離れ 北部の主教区へ移動することなど、彼にはおよそ考えられなかったからである。そこでマーシュは、ボルトンを説得するため、首席司祭職とラトースの聖職禄兼領を認めるという妥協案を高等法院に提示した。高等法院もその案 受け入れ、かくしてボルトンの就任が正式に決まったのであ
る
（（1
（
。
　
これが、デリーの首席司祭選任の経緯である。ボルトンは必ずしも首席司祭職を求めていたわけではないし、デ
リーへ行くのも決して望んでいたわけではなかった。この点を考えるな ば、ボルトンが一〇〇〇ポンドもの賄賂を渡して首席司祭の席を手に入れ とは考え難い。ま バ クリ 伯だけが任命権を持っていたわけでも、選考を主導したわけでもない。スウィフ は、そもそも最初から選考 対象外であった。　
当時、聖職禄兼領（
pluralism
）はその弊害が指摘されながらも、多くの教区でごく一般的に行われていた。しか
し、ラトースとデリーは一二五マイル以上も離 ている。地理的にこれほど離れた教区の兼領は、さすがに望ましいことではなかった。教区牧師職に就い いないスウィフトならば、兼領 伴う問題が起こる心配などまったくない。にもかかわらず、ボルトンが選任されたと うことは、この点でもスウィフトが最初から蚊帳の外に置かれいたことを意味しよう。し がってわれわれは、自伝の記述を額面どおりに受け取るべきではない。バークリ 家のチャプレンでありなが 、スウィフトにはまったく声がかからず しか かなりの自信家 、自分のような才能ある者には高い地位こそふさわしいと考える類の人間にとって、このような結果はとうてい受け入 ること できない屈辱的なものであった。しかも度重なってである。ポストを獲得し損 った原因 自分の側にあるの はなく、あくまでも自分 外部に、この場合はバークリー伯とブッシュにあ 考えてもさして不思議ではない。そのように考えることによって、己の弱点や問題点を直視しな て 済むから る 自伝「スウィフトの家系」 （“
T
he 
諷刺作家の誕生（一）9
九
F
am
ily of Sw
ift, ” 1755, w
rit. 1727 or 29 ）は、 「 〔スウィフトが選ばれなかった〕表向きの口実は、彼が若すぎるとい
うものであった。そのときすでに三〇歳になっていたにもかかわら
ず
（（1
（
」という文章で終わっている。実はこれも、
スウィフトが自己弁護し、己を正当化するための一文であったと言うべきかもしれない。　
人選を実質的に主導したキング主教やマーシュ大主教には、おそらくスウィフトの人柄が気に入らなかったので
あろう。前述したように、キング主教が首席司祭にふさわしいと考え のは、誠実で着実に職務をこなしていくタイプの人間であった。真面目さで通っていたマーシュ大主教も同様であった。彼らには、サー・ヘンリー・カペル（
Sir H
enry C
apel, 1638-96 ）に推薦してもらってようやく手に入れたキルルートの聖職禄を、そこでの生活に飽き
たからという理由で、わずか一年 まり いとも簡単に投げ出したり、より高い地位に就くことしか考えていない上昇志向の強 野心家は デリー 首席司祭にふさわしい人間だとはとうてい思えなかったのであ
る
（11
（
。これが、ス
ウィフトが最初から候補者のリストに入らなかった真 理由であろう。 かくし 、 スウィフトは熱望していたデリーの席を獲得することができなかった。今回もスウィフトは失望 味わい、怒りを覚えることにな 。だがそうたスウィフトに光明が差す。ボルトンのデリーへの移動に伴 、彼の保持していたララカーの教区牧師の席 空き、そのポストがスウィフトに回ってきた である。２
　
ララカーの牧師
　
⑴
　
ララカー
　
ララカー（
L
aracor ）とラトース（
R
atoath ）の聖職禄を兼領していたジョン・ボルトンは、デリーの首席司祭就
任に伴って、ラトースよりも収入の少ないララカーを手放し 。その結果、ララカーのポストが空席となっ が、その席は程なくしてスウィフトに与えられることになった。口利きした は、おそらくバークリー伯であろう。ラ
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ラカーはミーズ主教区（
D
iocese of M
eath ）に属し、ダブリンから北西約二〇マイルの小さな村である。ララカー
というのは、一般にアガー
A
gher ） 、ラスベガン（
R
athbeggan ） 、ララカーの三つの教区を総称したものであり、
スウィフトはそれら三教区の牧師に、正確にはアガーの教区主任牧師（
rector ） 、およびラスベガンとララカーの教
区代理牧師（
vicar ）になったのであ
る
（1
（
。一七〇〇年二月二〇日付けの公式証書（
patent ）により、彼が聖職禄を正
式に受領したのは同年三月二二日のことであ
る
（11
（
。
　
ミーズ主教区は、住民の圧倒的多数がカトリック教徒であった。その点で、スウィフトがはじめて聖職に就いた
キルルート教区の属する北アイルランドのダウン・アンド・コナー主教区（
D
iocese of D
ow
n and C
onnor ）が、ス
コットランドから移住してきた長老派が多数を占めていたのとは大きく異なる。だが両主教区とも、国教徒がわずかしかいなかった点では同じであった。また く 会の建物が荒れ果て、手入れされず放置されたままになっていた点も同様であ 。スウィフトがララカーに着任する七年前 ミーズ主教区にあった一九七の教区教会のうち、教会の建物が修繕されていたの 四三 みであったとい
う
（11
（
。
　
ララカーとアガーは互いに隣接するが、ラスベガンは両地から数マイル離れた教区である。いずれもダブリンに
近く、馬を使えば半日足らずの距離であった。三つ 教区の中で最も広いのはララカー、次いでラスベガン、最小はアガーである。ララカーはアイ ランド独特の土地区画である一三 タ ランド（
tow
nland ）から成り、面積
は四一七五エーカー（一六九〇ヘクタール） 、主に農 と牧草地であった。こ 教区 十分の一税から得ら る年収は、少なくとも一〇〇ポンドであっ
た
（11
（
。ララカー教会は、ミーズ主教区の中心地であるトリム（
T
rim
）の町から
一・五マイルほど南方にあり、ララカー、アガ 、ラ ベガン 母教会（
m
other 
church ）である。教会堂は、前
任者のジョン・ボルトンによって数年前に改修 。しかし牧師館（
m
anse ）はなく、そのためボルトンは
八マイルあまり離れたラ スで居住してい
た
（11
（
。他方、スウィフトが住んだのはトリムやダブリンである このと
諷刺作家の誕生（一）11
一一
きのトリムの教区主任牧師は、デリーの首席司祭候補の一人として名前が挙がっていたジョン・スターンである。スウィフ はスターンと親しくなり、やがて彼らは強い関わりを持つようになる。　
ララカーに次ぐ広さのラスベガンは、一〇のタウンランドから成り、面積は一四六一エーカー（五九一ヘクター
ル）であった。沼地と荒れ地が広がる土地で、年収は約五〇ポンドであっ
た
（11
（
。教会には牧師館と聖職領耕地（
glebe ） 
が付属していた。教会の建物は一七世紀の初めに修繕され、以前は牧師が居住していた。だが他の多くの教会と同様、共和制時代に手入れされないまま放置され、スウィフトが赴任したときは屋根が剥がれるほど荒廃してい
た
（11
（
。
最も小さなアガー教区は、面積一一〇〇エーカー（四四五ヘクタール）で、ここから得られるスウィフト 収入は年二〇ポンドであった。五エーカーの広さの聖職領耕地には牧師館があった。しかし教会の建物は、ここも例に漏れず荒廃してい
た
（11
（
。
　
三教区とも、国教徒の数はきわめて少なかった。ラスベガンに 一人のプロテスタ トもいなかったし、アガー
も二、三名いただけで ほとんどいないも同然であった。最も大きなララカーには 一六八二年の時点で何人かのプロテスタントが居住していた。だがそれも一六世帯にすぎず、信者数の少なさは深刻であっ
た
（11
（
。にもかかわらず、
ララカー教区は思いのほか豊かであった。というのも一六世帯 中には、ギャレット・ウェスリー（
G
arret W
esley, 
c. 1665-1728 ） 、ジョン・パーシヴァル（
John P
ercival, d. 1718 ） （共にアイルランド議会の庶民院議員） 、サー・アー
サー・ラングフォード（
Sir A
rthur L
angford, d. 1716 ）といった富裕なジェントリがいたからである。
　
スウィフトは自伝で、デリーの首席司祭のポストを獲得し損なった一件を述べたあと、 「スウィフト氏は、全部合
わせてもあの恵まれた〔デリー〕首席司祭の三分の一、いや現在では、六分の一の価値もない他のいくつかの聖職禄を与えられただけだっ
た
（11
（
」と不満げに書いている。しかし三つの教区から得られた収入の総額は、十分の一税や
聖職領耕地の地代などを合わせると、バークリー家 チャプレン職、および後述するダンラヴィン 参事会員職も
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一二
含めて約二三〇ポンドであった。五年前のキルルートのときは一〇〇ポンドであり、それと比べればはるかに有利な収入である。名家出身でなく、際立った経歴の持ち主でもない人間ならば満足すべきポストであろう。だが己の力に自信を持ち、それに見合う地位を求めるスウィフトのような野心家にはもの足りなかったのかもしれない。スウィフトは感謝の気持ちに乏しく、現状 そのまま素直に受け入れることのできない人間であ 。仮に受け入れる場合でも、今回のように常 不平や不満の一言が伴っていたのである。　
キルルート教会のあるアルスター地方のアントリム州が、 荒々しく厳しい自然環境であったのに対して、 ララカー
の位置す ミーズ州は、起伏の小さい穏やかな光景が広が ている。ケ ト人 聖地であった有名なタラの丘（
H
ill 
of T
ara ）があるのもこのミーズ州である。同州の中心地であるトリムには、ボイン川沿いに、一二世紀にノルマン
人によって建てられたアイルランド最大規模のトリム城（
T
rim
 C
astle ）がある。ララカーは、前述したように、古
城のあるトリムの町から南方一・五マイルほどの所 あった。ララカーという地名は、アイルランド語で「堰のある場所」を意味する“
L
athrach C
ora ” に由来する
が
（1
（
、スウィフトはこの地で聖職者としての新たなキャリアを開始
したのである。　
この時代のアイルランド教会は、ダブリンを除けばどの教会堂も荒廃していた。そうした中でもミーズ主教区は、
イングランド人が征服・定住した東部地方、いわゆる「柵で囲ま た地域」としての「イングリッシュ・ペイル」（E
nglish P
ale ）に含まれるがゆえに、ペイル外の地域よりはいくらかましであった。にもかかわらず、使用に耐え
得る教会堂は全体の五分の一程度で、そ ほ はまったく使い物にならないという有様であった。ララカー教会は、前任者のジョン・ボルトンが五年ほど前に修理しており、使用可能な五分の一 範疇に含まれてはいた。だが居住できる牧師館はなかった。ララカー 聖職禄を得た二カ月後 スウィフトはヴァリーナことジェーン・ウェアリング（
Jane W
aring, ʻV
arinaʼ, 1674-1720 ）に、ララカーは「トリムという町から一マイル以内、ここ〔ダブリン〕か
諷刺作家の誕生（一）13
一三
ら二〇マイルの所にあります。トリムに家を借りるか、現地〔ララカー〕に家を建てるかする以外に方法はありません。借りるのは困難ですし、建てる方は、あまりにも貧しくて今のところ手がけることができませ
ん
（11
（
」と伝えて
いる。　
こうして、新任牧師のスウィフトが置かれた環境は必ずしも良いものではなかった。にもかかわらず、彼はこの
新しい任地を気に入った。何年もかけて教会堂を修復し、敷地の景観に手を加えている。まず取りかかったのは牧師館の建設であった。一七〇三年 春 着手、当初は雨露をしのぐだけの粗末な建物であった。その後は数年おきに屋根の葺き替えをしてい
る
（11
（
。それでも、みすぼらしさは一〇年経っても変わらなかった。スウィフトは、国務大
臣の職を解かれた直後のボーリングブルック子爵（
H
enry St. John, 1st V
iscount B
olingbroke, 1678-1751 ）に、 「私
の田舎 家 は……荒れ放題です 部屋の壁 崩れ、修理するために泥土と屋根を葺くために藁が必要で
す
（11
（
」と書
いている。　
一般に「小屋」 （
cabin/cottage ）と呼ばれたアイルランドの小屋住み農（
cottager/cottier ）の家屋が、あまりに
も粗末な作りで悲惨極まりなかったことはよく知られている。農業経済学者のアーサー・ヤング（
A
rthur 
Y
oung, 
1741-1820 ）は、 「イングランドの豚小屋よりひどいあばら
屋
（11
（
」と形容している。当時の小屋住み農たちの実態につ
いては別な機会に詳述するが、スウィフトの牧師館も、さすがに「豚小屋よ ひどいあばら屋」ではなかっ ものの、最初 それに近 破屋であったのかもしれない。痩せ我慢であろうが、 「大きくて立派な邸宅よりも、野外用ベッドと土間の方が良
い
（11
（
」と言っている。スウィフトは、そうした粗末な牧師館に根気よく手を加え、次第に「小
ぎれいな小屋」 （
a neat cabin ）へと変えていった。一七二三年にミーズ主教が教区を巡察（
visitation ）した際の報
告書には、教会の天井は板で上張りされ、床 は石畳が敷かれて立派な建物になっていること また境内の一部は石垣で、一部は溝で囲われていることなどが記されてい
る
（11
（
。
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教会のすぐ近くには小川が流れている。スウィフトは溝を掘ってそこから水路を引き、堤防を作って遊歩道にし
た。そして柳の木を植え、のちにはリンゴやサクランボなどの果樹を植栽した。テンプルほどではないにしても、スウィフトもムーア・パークの生活の中で園芸の楽しさを感じていたのである。 ララカーに着任してから十数年後、スウィフトはヴァネッサ、すなわちエスター・ヴァナムリ（
E
sther, or H
ester V
anhom
righ, ʻV
anessaʼ, 1688-1723 ）
にこう書いている。 「川沿いの散歩道はとても心地よく、私の作った水路は素晴らしくきれいです。鱒が泳いでいるのが見えます。……今の私には、国事に手を出すよりも、柳の木の世話をしたり、生け垣の手入れをしたりする方が向いていま
す
（11
（
」 。
　
赴任当初、ララカーの聖職領耕地は一エーカーしかなかった。そのためスウィフトは、地代収入を得るために耕
地を広げる努力をしている。一七一六年の夏に隣人のジョン・パーシヴァルと土地の売買をめぐって交渉を開始、その年の終わりに二〇〇ポンドで二〇エーカ 土地を購入し
た
（11
（
。 だがそれだけでは満足できなかったようである。
さらに二〇エーカー 土地を年間賃料 四ポンドと権利金五五ポンドという条件で借り受け、半永久的に使用できる永代借地契約を交 している。その消息は、ダブリン大主教 宛てた契約成立直後 一七一六年一二月二二日付け書簡に明 かであ
る
（11
（
。乏しい資力ながらも土地を増やし、教会堂の修復や庭造りなどして全体を小ぎれいにした
スウィフトは、終生この地を愛 た。そしてここから得られる総額約二三〇ポ ドの収入は、生涯にわたっ 彼の生計を支える重要な所得源となったのである。　
こうして、スウィフトは教会の改善にエネルギーを注いだ。ところでわれわれはここで、土地問題を契機に彼の
性格の一端を垣間見ておこう。スウィフトは隣人、すなわちパーシ ルによる土地侵害に長年悩まされていた。パーシヴァルから土地を購入する二年ほど前、 スウィフトはボーリングブルック こう述べていた。 「底意地の悪い隣人〔パーシヴァル〕が、私の敷地内 無断で六フィート入り込み、樹木を奪い去りました。そして私 木 を台
諷刺作家の誕生（一）15
一五
なしにしてしまいました。これはすべて掛け値なしに真実で
す
（1
（
」 。先に引用したヴァネッサ宛書簡では、自分の手が
けた散歩道や水路の美しさをいささか誇らしげに語り、国事よりも庭仕事の方が良いと言っていた。たしかにララカーの穏やかな自然は、後年、ロンドンでの政争に疲れ果てたスウィフトの心を癒す避難所のような役割を果たすものとなっ 。だがそうした癒 の空間は、スウィフトの考えでは、あくまでも「敷地内に無断で」侵入してくる不心得者がいないこと 前提となっている。侵入者は、平穏を乱す敵であった。スウィフトは、そうした 者を食い止めなければ らないとしたが そのために必要不可欠とされたのが「柵」 （
fence ）や「溝」 （
ditch ）にほか
ならなかった。前出 ヴァネッサ宛書簡は、次のような文章が続いている。 私は、作業員の一人に〔闖入する〕牛を私の土地（
island ）から追い払わせ、 〔侵入を阻止するために〕もう一度溝を掘るよう命じなければなりません。
これは田舎の教区牧師には、 〔ロンドンで敵対する〕党派（
factions ）を追い出し、彼らを寄せつけないために柵を
設けるよりもはるかに適した仕事で
す
（11
（
」 。
　
スウィフトは、聖職領耕地に溝を掘って生け垣を巡らした。なるほどそれは、第一義的には景観のためであった
かもしれない。だがそれは同時に、敵から財産を守るための城壁 ようなものでもあった。柵と溝 侵入者を阻むという考えは、年齢 重ねるにつれていっそう強まっていく。 「私は山を平らにし、石を積み上げ、……盗人たちを寄せつけないよう柵を設けていま
す
（11
（
」 。これは、スウィフトにおける所有権意識の強さの表れであろう。もっとも、
今のわれわれには所有権に関する問題はさしあ り重要ではない。む ろ注目 ておくべきは、土地 侵害を阻止するために作ら た「柵」や「溝」が、財産という可視的 ものに どまらず、自身 内面世界を守る砦としても捉えられていくということである　
スウィフトは自己防衛本能が強く、他人からの非難や攻撃に対してひときわ敏感であった。彼は弱みを握られる
のを恐れた。非難・攻撃され 常に堅固な城壁を築き、鎧に身を固めて己を守ろうとした。恋人ステラと会
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うときは必ず第三者を交え、二人きりにならないよう細心の注意を払ったのも、世間で噂が立って指弾されるのを恐れてのことであった。　
スウィフトの周囲には、常に目に見えない高い「柵」が設けられ、深い「溝」が横たわっていた。プライドの高
さや傷つくことへの恐れが、そのようにさせたとも言えよう。だが敷地を囲む物理的バリアであれ、心の中に設ける心理的バリアであれ、自身を守るために障壁を築くのは誰にでも見られるいわば本能 なもの る。それゆえスウィフトの特異性をことさら強調すべきではないが、ただスウィフトにおいて特徴的なのは、先 ステラの一件からもわかるように、彼の「柵」や「溝」が他の人のものよ も高くて深かったことである。とりわけ 自身のプライドが傷つけられることへ 警戒心と恐怖心は強く、それに対する防御として、彼の心の中には常に強固なバリアが築かれていた。スウィフトは聖職者であるにもかかわらず、誰を 受け入れていくような大らかさに乏しかった。彼は、自分に刃向かってくる敵対者はもとより 真っ当な批判者で ら懐深く受け止めることができなかった。それゆえ の人生は敵の多いそれであったが、スウィフトの全体像を捉えるめに 、彼のそうした側面にも十分目を配っていく必要があろう。そして土地問題 めぐって必要とされ、また敵対する「党派を追い出 、……彼らを寄せつけないため」に作られた「柵」と「溝」は、スウィフトの性格 特徴づける まさし 一つの象徴であったように思われるのである。　
彼の性格に関連して、もう一点付言しておこう。自己防衛本能が強い人間は、しばしば攻撃的になる。自分を守
るための反応が強ければ、非は自分にではなく他人にあ と考えがちにな 、その反応が激しければ激しいほど 相手への敵意も強まり攻撃的となる。実は、スウィフトにもその傾向 あ た。彼は、自分 少しでも敵対してくる者がいれば徹底的に反撃した。それは情け容赦なく、相手が根負けするか 詫び 入れるまで執拗 続いた
―
もっ
とも、土地侵害で悩まされたパーシヴァルについて言えば、二 はやがて和解し 先に見たように土地の売買契約
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を結んでいる。その後の二人は、互いに仲の良い隣人となった。したがって、ひとたび敵と見なせば屈服するまで相手 追いつめ、手加減なしに攻撃して くというのはあくまでもスウィフトの一つの傾向であって、必ずしも常にそうであったと うわけではない
―
。もちろん、気心知れた友人や無害な者には親切で寛大であった。しか
し、そうでない者への攻撃は激しかった。そしてその方法は、言うまでもなく諷刺（
satire ）という文学形式によっ
てであった。　
攻撃的性格は、社会生活においてはしばしばマイナスに作用する。だが諷刺にあっては、むしろ大きな効果を発
揮する。諷刺文学は、怒りの対象を笑いという武器を用い 攻撃する。その意味 、諷刺文学とは笑いを含んだ「怒りの文学」であり 「攻撃の文学」である。諷刺 概念や の精神について すでに考察したの
で
（11
（
、ここでの縷言は
控えるが、スウィフトは生涯にわたり、そのときどきのターゲットを辛辣 批判した。彼の諷刺は私憤に由来するのか、公憤に貫かれたものであるのかはここでは問 な でおこう。われわれ しては、彼の諷刺に 時にはユーモアを交えつつも強い攻撃性が潜み、敵を近づけず、入り込めば柵と溝で囲まれたエリアから排除して、相手が降参するまで追い めていくのが基本的な流儀であったことを知っておくだけ よ 。　
スウィフトの攻撃の対象は多岐にわたる。とりわけ頻繁に標的に たのは、政治の世界であった。彼は政治権力
の腐敗や不正を暴き、権力者の横暴にペンの力で立ち向か 。スウィフト 真骨頂は、まさしくここに った。だが彼の諷刺はそこにとどまらない。攻撃の矛先はやがて人間一般に向かい、つい は諷刺している自分自身にも向けられていく。そしてそこにこそ、スウィフト 諷刺の深さがあった である。　
⑵
　
聖務と生活
　
さて、本題に戻ろう。見てきたように、スウィフトは教会の改善に熱心に取り組んだ。しかしながら、最も重要
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な牧師としての聖務にはさほど意欲的ではなかったようである。なるほど、一七一〇年のある手紙ではこう書いている。 「今日は、少なくとも一五名の聴衆の前で説教をすることに っているので、今とても忙しくしています。聴衆の大半は育ちが良く、すべて純真な人たちで
す
（11
（
」 。サー・ウォルター・スコット（
Sir W
alter Scott, 1771-1832 ）
も、次 ように述べている。 「ララカーでのスウィフトの生活は規則正しく、聖職者らしかった。彼は一週間に二度祈祷書を読み、日曜日には定期的に説教を行っ
た
（11
（
」 。こうした文言から判断すれば、スウィフトは教区牧師としての
職務を誠実にこなしていたように思われよう。だが事実はそうではなかった。Ｌ・Ａ・ランダも指摘したように、スウィフトの聖務は決 定期的なも ではなく、普段はダブリンかトリムに居住し、ララカーを訪れた折りにときどき行う程度であっ
た
（11
（
。そして通常の聖務は、もっぱら牧師補（
curate ）に任せていたのである。
　
教区教会には、教区主任牧師か教区代理牧師が常駐するのが原則であった。だが聖職禄兼領ともなれば、牧師不
在の教区が生じるのは自然な成り行きである。そうした場合は、教区牧師を助け、聖務を代行する牧師補が雇われるのが一般的であった。 キルルート時代のスウィフトは、 三つの教区を兼領していたにもかかわらず 牧師補を雇っていた形跡はない。だがララカーではそうではなかった。彼はまず、スミスという人物を牧師補 任命 ている。この人物の詳細につ てはまったく不明であるが、 几帳面に「会計簿」 （
A
ccoount B
ook ）をつけてお
り、そこにスミスの名前と支払った報酬額が記録され る。それによ ば ウィフト 何回 分けてスミスに総額三〇ポンドから四〇ポンド支給してい
る
（11
（
。当時、牧師補の年収は三〇ポンド程度であった。その点からすれ
ば、スミスの俸給は平均的か、少し上といったところであろ
う
（11
（
。
　
スミスがいつまで牧師補をしていたかは定かでない。スミスの後任は、トマス・ウォーバートン（
T
hom
as 
W
arburton, 1679-1736 ）という人物である。ウォーバートンがスウィフトの代理を務めたのは一七〇九年頃から一
七年まで、その後はマラフェルト（
M
agherafelt ）教区の主任牧師になっている。スウィフトは彼の人柄と能力を高
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く評価していた。ウォーバートンのために、より恵まれた聖職に就けるよう高位の聖職者たちに働きかけしている。その点につい は、しかるべき箇所で改めて言及することにしよう。ウォーバートンの後任は、スウィフトの従兄弟であるウィロビー・スウィフト（
W
illoughby 
Sw
ift, 
d. 
1715 ）の娘婿スタフォード・ライトバーン（
Stafford 
L
ightburne, b. 1662 ）である。彼は、ウォーバートンが辞任して五年後の一七二二年から三三年まで牧師補として
雇われた。ウィロビーは学生時代のスウィフトを経済的に援助しており、スウィフトにとっては恩人の一人であった。そうし 人物の縁者である。恩義を感じていたのか、スウィフトはライトバーン も支援を惜しまなかった。このライトバーンについても、詳細 別な機会に譲り い。　
ともかくも、スウィフトは安上がりにつく牧師補を雇って儀式や説教などの聖務を肩代わりさせた。そして彼ら
を通して、教区との繋がりを維持していった。ところで、聖職者の主 る収入源が十分の一税（
tithe ）であったこ
とは言うまでもない。そ は、教会運営と聖職者の生計を支える最も重要な経済的基盤であっ 。しかしこの税は、土地の収穫物や経済的取得物の十分の一を教区民から毎年強制的に徴収するものであるがゆえに それが制度化されるようになった中世以降、教区民にとっては常に不満の種であった。そのため税 取り立てには苦労が伴い、期待どおりの徴収成果を上げられないことがよくあった。 ちなみにス ィフトは、 「十分の一税は神聖な制度であるにもかかわらず、それ 徴収する はひどく不愉快
だ
（11
（
」と、友人のアレグザンダー・ポープ（
A
lexander P
ope, 1688-
1744 ）にこぼしている。
　
税の納入には二通りの方法があった。物納と金納である。時代ととも 金納化が進んでいたが、物納の場合、ま
ず聖職者が自分の生活のため 必要量を受け取り、 残りは代理人が町の市場で換金す という が一般的であった。けれどもこの方法には、懸念材料が一つあった。けだし 方法 事 スムーズに進めるため は、代理人 側に納めら た物を適切に管理し売却する知識と誠実さが求められた すべ の代理人が必ずしもそうであったわけ
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ではなく、むしろその逆のことが多くあったのである。事実スウィフトも、長年この問題で頭を悩ませられたのであった。　
ララカーにおける十分の一税の主たる対象品目は穀物類、とくに小麦であった。税の納入期は一一月で、遅延す
る場合は二、三年後ということもあったようである。物品の評価額は、冬小麦は一エーカー当たり五シリング、春小麦は三シリングであった（一七三三年） 。夏の牧草と干し草も重要な品目で、 「会計簿」からそれらの多くが物納であったことがわかる。牧草地の評価額は、一エーカー当たり二シリング六ペン であった（同年） 。これら以外の品目には、羊毛、子羊、蜂蜜、ビールなどがあっ
た
（1
（
。スウィフトは、アイザイア・パーヴィソル（
Isaiah P
arvisol, 
d. 1718 ）という人物を地所差配人（
land agent ） 、つまり代理人として雇って税の徴収に当たらせた。パーヴィソル
は一七〇二年からこの仕事を任されている。だがスウィフトの目に映っ パーヴィソル 不誠実 無能、十分の一税を効率良く徴収する とも、納めら た物を適切に管理することも きなかった。そのためスウィフトは 一七〇八年以降の手紙で頻繁にパーヴィソルに言及し、その都度罵詈雑言を浴びせてい
る
（11
（
。やがて我慢できなくなって
彼を解雇、だが三年後に再び雇用し 結局パーヴィソル 死まで雇 ている。　
支出の方に話題を転じよう。スウィフトのララカー赴任後の支出は、年によって変動はあるものの、年間およそ
一六〇ポンドであった。先述したように、スウィフトは日々の収支を「会計簿」に几帳面に記録 ている。それによれば、大きな支出は牧師補の報酬三〇ポンドから四〇ポンド ステラ エスター・ジョンソンへの手当五〇ポンドである。ステラの渡愛の経緯については別途論じるが、テンプルの屋敷に住んでいた二〇歳 な ステラは、スウィフトの説得を受けて、一七〇 八月にコン ニオン役のレベッカ・ディングリー（
R
ebecca 
D
ingley, 
c. 
1665-1743 ）とともにアイルランドへ渡り、トリムで暮らすことになった。それをきっかけに、スウィフトは生活費
としてステラに毎年五〇ポンド 支給すること のであ
る
（11
（
。これら以外の支出には、牧師館の維持費一六ポン
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ド、召使いの給与四ポンド、ダブリンやロンドンでの部屋代と食事代一〇ポンド、普段の食費九シリング（週当たり） 、食器九シリング、衣服・ハンカチ・帽子・カツラ・靴などの服飾雑貨一〇ポンドから二十数ポンド、馬の購入費四ポン から一〇ポンド、馬の維持費一〇ポンド、その他、文具類、貧者への施し、友人へのプレゼント、御者や召使いへの心付け等々があっ
た
（11
（
。
　
「会計簿」は、これらの収支項目と金額を何のコメントも交えず淡々と記帳している。しかし一見何の変哲もな
い「会計簿」であるが 記載事項の一つ一つがさまざまなことを雄弁に語っている。すなわち、いつ 何にいくら使ったかを丹念に追跡することによって、ララカー時代のスウィフトの生活様式から彼 ものの考え方や価値観に至るまで、実に多くのことを知ることができるのである。われわれは、折に触れてこの「会計簿」を参照していくであろう。　
⑶
　
聖パトリック大聖堂参事会員
　
ところで、スウィフトはララカーの聖職禄を与え れた七カ月後の一七〇〇年九月二八日に、聖パトリック大聖
堂（
St. P
atrickʼs C
athedral ）の参事会員（
prebendary ）になっている。より正確に言えば、同大聖堂の管轄下にあ
るウィックロー州ダンラヴィン（
D
unlavin ）の参事会員であ
る
（11
（
。参事会員とは、大聖堂の収入（十分の一税、地代、
家賃など）から聖職給（
prebend ）を受ける資格を与えられた聖職給受給有資格者のことである。聖パトリック大
聖堂は、参事会員の俸給を生む一九の土地を有していたが、ダンラヴィンはそのうち 一つであり、序列的 は全体の中で中位に位置づけられてい
た
（11
（
。
　
この聖堂参事会員職は、もともとはジョン・ボルトンが保有していた。ボルトンはデリー 首席司祭に就任する
にあたり、兼領していた聖職禄のうちのラ カーを手放した。それがスウィフト 譲られたことはすでに見たとお
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りであるが、実はこの参事会員職も手放しており、それが今回もスウィフトに回ってきたのである。スウィフトを推薦したのは、ダブリン大主教のナーシサス・マーシュである。ところが、彼の推薦はボルトンが放棄して七カ月も経ってから ことである。それほど間が空いたのは、おそらくマーシュがスウィフトを好まず、このポストをほかの人間に回 いと思っていたからであろう。スウィフトも れに気づいており あるエッセイでは、マーシュは能力 ない「人間を推挙する秘訣を発見した。優秀な人たちを引き立てたところで、彼らは幸運に対するほどにはマーシュに感謝しな
い
（11
（
」と皮肉たっぷりに述べている。
　
ダンラヴィンは、ダブリンから三〇マイルあまり南西に位置する小さな教区である。年収は約一五ポンドであっ
た
（11
（
。この少ない収入から牧師補への報酬を出さねばならず、数字だけを見れば、決して魅力的なポストではなかっ
た。ローレンス・スターン（
L
aurence 
Sterne, 
1713-68 ）は、旅行記らしからぬ旅行記である『センチメンタル・
ジャーニー』 （
A
 Sentim
ental Journey through F
rance and Italy, 1768 ）で、主人公の牧師ヨリックに向かって「教
会での出世はおぼつかないぞ」 、 「惨めな参事会員（
lousy prebendary ）にしかなることができないぞ」と、ヨリッ
ク自身の本性に潜む「卑屈」 （
M
eanness ）と「誇り」 （
P
ride ）に言わせてい
る
（11
（
。当時の参事会員に対する評価は、
おそらくこ 程度のものであったのだろう。しか スウィフトの場合、 から受け 恩恵は小さくなかった。まず、教区での聖務はほとんどなく、年一回の首席司祭の教区巡察に立ち会うことぐ いであった。しかもそれとて、一七〇二年からの一〇年間に立ち会ったのはわず 五回 み 聖堂参事会（
chapter ）への出席も一三回に
すぎなかっ
た
（11
（
。さらに大聖堂での説教も、参事会員の間で順番が回ってきたときに行えばよく、大して負担になる
ようなものではなかっ
た
（1
（
。スウィフトにとっては、一種の無任所聖職禄
sinecure ）であったのであり、決して魅
力のないポストなどではなかった である。　
スウィフトの人生において、この参事会員職に就いた意味は大きかった。三三歳のときに聖職授任したスウィフ
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二三
トは、七八歳で死ぬまで、四五年間という長きにわたって聖パトリック大聖堂と関わっていくことになる。しかも四六歳のときには首席司祭に就任して、大聖堂との関係は切っても切れない強固なものとなっていくのであ またこの大聖堂をベースとしながら イングランドの政治 関与し いくということも彼の生涯にお て重要な意味を持っている。すなわち、参事会員として大聖堂の管理・運営に参加すると もに、それを通してしだいにアイルランド教会の中で発言力を持ち、やがて初穂税（
F
irst F
ruits ）の免除問題が起こると、アイルランド教会聖職者会
議（
C
onvocation of the C
hurch of Ireland ）を代表して、イングランド政府との交渉を任されるようになるのであ
る。それ以降、スウィフ 政界の大物たちと親しくなる。そして彼自身が、隠然たる政治的影響力を持つに至るのである。その意味で、参事会員になったことは、スウィフトのキャリアにとってきわめて大き 意味があった。またそれは、宗教的野心を実現していくための重要 足がかりとなるものであった。さらに参事会員就任の一七カ月後には、ダブリンのトリニティ・カレッジで神学博士号を取得してい
る
（11
（
。これ以降、彼は「スウィフト博士」 （
D
r. 
Sw
ift ）と呼ばれるようになる。そしてこれによって教会での出世、具体的にはイングランドで主教になるという野
望をいっそう強めていくことになるのである。
（１）
　
拙稿「ダブリン・トリニティ・カレッジ時代のスウィフト」 （ 『山梨大学教育人間科学部紀要』第四巻一号、二〇〇二年）一
六七―八八頁、 「スウィフトとテンプル」 （ 『同』第四巻二号、二〇〇二年）五七―八五頁、 「キルルートのスウィフト」 （ 『岡山大学教育学部研究集録』第一三六号、二〇〇七年）四三―五二頁。
（２）
　
ドロシーの手紙については、拙稿「ドロシー・オズボーンの手紙（Ⅰ） （Ⅱ） （Ⅲ） 」 （ 『岡山大学大学院教育学研究科研究集録』
第一六一号、二〇一六年）七七―八五頁、 （ 『同』第一六二号、 〇一六年）一一一―二一頁、 （ 『同』一六四号、二〇一七年）四九―五五頁を参照願いたい。
（３）
　
Sw
ift, “T
he F
am
ily of Sw
ift, ” in T
he P
rose W
ritings of Jonathan Sw
ift, ed. H
erbert D
avis et al., 14 vols. （
O
xford: B
asil 
B
lackw
ell, 1939-68 ）, V
, p. 194. （以下、本全集は
P
W
と略記する。 ）
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（４）
　
O
xford D
ictionary of N
ational B
iography, s.v. “Sidney, H
enry, F
irst E
arl of R
om
ney ”.
（５）
　
G
ilbert B
urnet, H
istory of H
is O
w
n T
im
e, w
ith N
otes by the E
arls of D
artm
outh and H
ardw
icke, Speaker O
nslow
, and D
ean 
Sw
ift, 6 vols. （
O
xford, 1823 ）, IV
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oem
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oem
s
と略記する。 ）
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S. J. C
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ress, 2002 ）, p. 345.
（９）
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. D
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atrickʼs, D
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atrickʼs, D
ublin, 2 vols. （
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enry C
raik, T
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ew
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urt F
ranklin, 
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（
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arland P
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（
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ift and the C
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ress, 1965 ）, pp. 29-32; E
hrenpreis, Sw
ift, II, pp. 9-11.
（
16）　
マーシュについては、拙稿「ダブリン・トリニティ・カレッジ時代のスウィフト」一六八―六九頁を参照していただきたい。
（
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L
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ift and the C
hurch of Ireland, p. 30.
（
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ボルトンが辞退したあと、高等法院は次なる適任者としてエドワード・シングに打診している。しかし彼も家庭の事情から
断り、結局、話は振り出しに戻って、ボルトンへの妥協案の提示ということになったのである。なお、候補に挙がったスター
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H
enry 
T
enison, 
1666/7-1709 ）は、彼の息子である。また、テニスンの後任としてクローガー主教になったのは、カレッジ時代のス
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あるいは、聖職禄が少ないとこぼしていたのとは裏腹に、実はララカー教区の重要性を認識していた証左と言うべきかもしれない。
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雑貨を扱うトリムの商人で、長年スウィフトに献身的に仕えた。その仕事内容は、経済上のさまざまな助言、食品・嗜好品・食器・日用品・酒類の調達、家屋の建築場所の決定や立面図の作成、洗濯や借馬の世話など、スウィフトの生活全般にわたっている。そのため、 「会計簿」にはボーモント 名前が頻繁 出てくる。スウィフトの信頼厚く、アイルランドにおける彼の親しい友人の一人であった。だが次第に精神を病み、や て自分で命を絶っている。なお、スウィフトの支出については以下を参照。
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Ｌ・Ａ・ランダによれば、スウィフトが職務を十分に果たさなかったのは、その多くが、初穂税免除のような教会全体に関
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わる仕事や政治的影響力を行使するような活動に携わっていたからであって、そのような場合、職務を十分に果たせなくても問題視されることはなかった。スウィフトは、いわば特別であったのである。
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hrenpreis, Sw
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eo D
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ew
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niversity P
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